
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������

観 光 経 済 新 聞週 刊 （６）２００８年（平成２０年）９月２０日（土曜日）第２４８４号 第３種郵便物認可

企画：日本ホテル教育センター

後援：国土交通省、日本政府観光局、韓国観光公社

協力：日本観光協会、国際観光旅館連盟、日本観光旅館連盟

日本旅館国際女将会

協賛：観光経済新聞社、トラベルジャーナル

旅行企画・実施：JTB首都圏 品川支店

旅
館
に
泊
ま
っ
て
日
本
の

伝
統
文
化
を
ぜ
ひ
体
験
し
て

く
だ
さ
い
�
�
。
日
本
旅
館

国
際
女
将
会
（
小
渕
祥
子
会

長
）の
女
将
ら
１９
人
は
２
日
、

日
本
旅
館
を
韓
国
の
旅
行
会

社
と
メ
デ
ィ
ア
に

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
ソ
ウ

ル
市
内
の
新
羅

（
シ
ー
ラ
）
ホ
テ

ル
で
開
い
た
。

今
年
が
「
日
韓

観
光
交
流
年
」
で

あ
る
こ
と
も
手
伝

っ
て
、
韓
国
３
大

紙
の「
朝
鮮
日
報
」

「
東
亜
日
報
」「
中

央
日
報
」
を
は
じ

め
と
す
る
マ
ス
コ

ミ
約
３０
社
、
訪
日

旅
行
を
実
施
し
て

い
る
旅
行
会
社
約

３０
社
な
ど
か
ら
１

１
３
人
が
出
席
し
た
。

重
家
俊
範
駐
韓
日
本
大
使

は
あ
い
さ
つ
で
「
日
本
の
風

光
明
媚
な
地
に
あ
る『
旅
館
』

に
は
、
日
本
の
伝
統
、
慣
習

の
粋
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は『
建
物
や
景
色
の
美
』

『
お
い
し
い
食
事
』
『
も
て

な
し
の
心
』
の
３
つ
で
、
こ

の
も
て
な
し
の
心
そ
の
も
の

が
『
女
将
』
で
す
」
と
旅
館

の
魅
力
を
紹
介
。

谷
博
子
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
ソ
ウ
ル
事
務

所
長
は
「
訪
日
韓
国
人
旅
行

客
数
は
昨
年
、
史
上
最
高
の

２
６
０
万
人
を
記
録
し
ま
し

た
。
名
所
探
訪
、
ゴ
ル
フ
、

ス
キ
ー
、
温
泉
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
な
ど
旅
行
目
的
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、最
近
は
特
に
、

日
本
の
伝
統
旅
館
の
人
気
が

急
上
昇
し
て
い
ま
す
」
と
訪

日
旅
行
の
現
状
を
紹
介
し

た
。小

渕
会
長
は
「
日
本
旅
館

国
際
女
将
会
の
会
員
旅
館

は
、
洋
式
の
よ
さ
を
取
り
入

れ
つ
つ
も
、
日
本
の
伝
統
や

文
化
を
重
視
し
、
『
和
の
世

界
』
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
『
女
将
の
お
も
て

な
し
』
つ
ま
り
『
日
本
女
性

の
気
配
り
、
日
本
女
性
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
』
を
中
心
に

旅
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
、
日
本

旅
館
で
女
将
の
果
た
し
て
い

る
役
割
を
強
調
し
た
。

【
江
口
英
一
】

女
将
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
小
渕
祥
子
会
長

日
本
旅
館
国
際
女
将
会
（
小

渕
祥
子
会
長
）
は
、
日
本
旅
館

と
日
本
の
伝
統
文
化
を
海
外
に

紹
介
す
る
こ
と
、
諸
外
国
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
体
験
で
学
ぶ

こ
と
な
ど
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
女
将
・
若
女
将
の
会
。
現

会
員
数
は
３８
軒
、
４１
人
。
事
務

局
を
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
内
に
置
き
、
観
光
経
済
新
聞

が
運
営
協
力
を
し
て
い
る
。

「
旅
館
ホ
テ
ル
・
文
化
の
国

際
交
流
シ
リ
ー
ズ
」
と
称
し
て

年
に
１
度
、
諸
外
国
を
訪
問
。

各
国
メ
デ
ィ
ア
や
観
光
業
界
関

係
者
ら
に
対
し
て
、
和
の
文
化

と
旅
館
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。
９５
年
に
第
１
回
「
女
将
・

イ
ン
・
パ
リ
」
を
実
施
。
今
回

の
韓
国
訪
問
は
第
１４
回
。

「
女
将
・
イ
ン
・
コ
リ
ア
」

の
参
加
者
は
次
の
１９
人
（
順
不

同
、
敬
称
略
）
。

須
賀
紀
子（
滝
乃
家
、女
将
）、

岡
崎
純
子
（
深
山
荘
高
見
屋
、

女
将
）
、
今
野
浩
美
（
た
み
や

旅
館
、
女
将
）
、
若
松
佐
代
子

（
雨
情
の
宿
新
つ
た
、女
将
）、

村
田
知
世（
五
浦
観
光
ホ
テ
ル
、

若
女
将
）
、
渡
辺
史
伊
（
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
塩
原
、
女
将
）
、
太

田
清
子
（
箱
根
吟
遊
、
女
将
）、

榎
本
眞
規
子
（
三
河
屋
旅
館
、

女
将
）、鈴
木
美
智
子
（
観
音
温

泉
、
若
女
将
）、上
口
和
子
（
か

よ
う
亭
、
女
将
）
、
片
桐
か
つ

（
湯
谷
観
光
ホ
テ
ル
泉
山
閣
、

女
将
）、小
渕
祥
子
（
冨
士
屋
、

女
将
）、松
原
冨
子
（
マ
ザ
ー
レ

イ
ク
、
社
長
）、
松
本
富
子（
紅

葉
舘
別
邸
あ
ざ
れ
、
女
将
）
、

石
塚
勉
（
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ

ン
タ
ー
、
理
事
長
）
、
黒
沢
由

美
子
（
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
、
事
務
局
長
補
佐
）、
佐
々

木
健
二
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
、
チ
ー
フ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
、
冨
永
元
也

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
品
川
支
店
、

営
業
担
当
課
長
）、今
野
浩
志

（
た
み
や
旅
館
、社
長
）。

せいぞろいした女将と谷博子日本政府観光局（ＪＮＴ
Ｏ）ソウル事務所長

４１
人
の
女
将
ら
が
Ｐ
Ｒ
活
動

日
本
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ
す
る
重
家
俊
範
駐
韓
日
本
大
使

２６０万人と過去最高
０７年の訪日韓国人

日本の伝統旅館の人気、急上昇

韓国３大紙も詳細報道
谷ＪＮＴＯソウル事務所長（左）石塚勉日本ホテル教育セ
ンター理事長（中央）、鄭宇植韓国一般旅行業協会会長

新聞記者のインタビューに応じる、たみ
や旅館の今野女将（韓国名＝ウ・ミスク
氏）

旅行雑誌記者の取材をうける、かよう亭
の上口女将（左）と冨士屋の小渕女将（＝
日本旅館国際女将会会長）シーラホテルの宴会棟「迎賓館」会場のソウル新羅（シーラ）ホテル

た
み
や
旅
館
（
山
形
県
湯
田

川
温
泉
）
を
営
む
ご
主
人
と
５

年
前
に
国
際
結
婚
し
て
宿
に
入

っ
た
今
野
浩
美
女
将
（
韓
国
名

�
ウ
・
ミ
ス
ク
）
は
、
韓
国
で

最
大
発
行
部
数
の
新
聞
、
朝
鮮

日
報
の
ソ
ン
・
ヘ
ジ
ン
記
者
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
て
、

「
『
不
便
だ
』『
と
て
も
負
担
だ
』

と
旅
館
を
利
用
し
な
い
お
客
さ

ま
が
増
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、

旅
館
は
単
に
宿
泊
施
設
を
貸
す

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
を

尽
く
し
、
お
客
さ
ま
の
お
世
話

を
す
る
空
間
で
す
。
不
便
だ
か

ら
か
え
っ
て
美
し
い
も
の
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
朝
鮮
日
報
日
本
語
版
よ
り
転

載
）
と
語
り
、
韓
国
人
に
旅
館

の
魅
力
を
伝
え
た
。

懇
親
会
の
様
子
。
メ
デ
ィ
ア
、
旅

行
会
社
な
ど
、
１
１
３
人
が
出
席

し
た 「「

旅旅
館館
はは
心心
をを
尽尽
くく
すす
空空
間間
」」

韓国出身の女将
日本旅館をＰＲ
山形・湯田川温泉 今野さん

講演「日本の伝統
的な温泉旅館につ
いて」も実施

韓国３大紙の「朝鮮日報」「東亜日報」「中央日
報」をはじめ約５０人の記者が取材に訪れた

◆◆女女将将・・イインン・・ココリリアア◆◆


